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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 9月 29日 (2004.9.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 対 向 基 板 側 と の 間 に 液 晶 層 を 介 在 さ せ 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と が
設 け ら れ た 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 に お い て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 は 、 透 明 基 板 上 に 透 過 領 域
と 反 射 領 域 と が 設 け ら れ 、 こ れ ら 双 方 の 領 域 に 着 色 画 素 膜 を 形 成 し て 構 成 さ れ 、 対 向 基 板
は 、 基 板 上 に 反 射 膜 を 有 す る 反 射 領 域 と 、 対 向 基 板 側 か ら 入 射 し た 光 を 前 記 カ ラ ー フ ィ ル
タ 基 板 側 に 透 過 す る 透 過 領 域 と を 形 成 し て 構 成 さ れ 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 反 射 領 域
が 、 着 色 部 分 と 透 明 部 分 と に 複 数 に 分 割 さ れ 、 か つ 、 反 射 領 域 の 着 色 部 分 に 形 成 さ れ た 着
色 画 素 膜 と 、 前 記 透 過 領 域 に 形 成 さ れ た 着 色 画 素 膜 と が 、 同 一 の 感 光 性 樹 脂 材 料 で 同 一 膜
厚 に 構 成 さ れ て

こ と を 特
徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 対 向 基 板 側 と の 間 に 液 晶 層 を 介 在 さ せ 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と が
設 け ら れ た 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 を 製 造 す る に あ た り 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 は 、 透 明 基 板 上
に 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と を 設 け 、 こ れ ら 双 方 の 領 域 に 着 色 画 素 膜 を 形 成 し て 構 成 し 、 対 向

な り 、 反 射 領 域 の 着 色 画 素 膜 中 の 透 明 部 分 が 、 着 色 成 分 を 含 ま な い 透 明 な
感 光 性 樹 脂 に よ っ て 穴 埋 め さ れ て お り 、 反 射 領 域 の 着 色 画 素 膜 中 の 透 明 部 分 を 埋 め る 透 明
な 感 光 性 樹 脂 と 、 こ れ に 隣 接 す る 着 色 画 素 膜 部 分 と の 境 界 線 に お け る 段 差 が ０ ． ２ μ ｍ 以
下 に さ れ て な り 、 か つ 、 境 界 線 に お け る 着 色 画 素 間 隙 が １ μ ｍ 以 下 に さ れ て な る



基 板 は 、 基 板 上 に 反 射 膜 を 有 す る 反 射 領 域 と 、 対 向 基 板 側 か ら 入 射 し た 光 を 前 記 カ ラ ー フ
ィ ル タ 基 板 側 に 透 過 す る 透 過 領 域 と を 設 け て 構 成 し 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 反 射 領 域
を 、 着 色 部 分 と 透 明 部 分 と に 複 数 に 分 割 し 、 か つ 、 反 射 領 域 の 着 色 部 分 に 形 成 す る 着 色 画
素 膜 と 、 前 記 透 過 領 域 に 形 成 す る 着 色 画 素 膜 と を 、 同 一 の 感 光 性 樹 脂 材 料 で 同 一 膜 厚 に 構
成 し た 後 、 着 色 成 分 を 含 ま な い 透 明 な 感 光 性 樹 脂 の 均 一 な 塗 膜 を 形 成 し 、 乾 燥 し た 後 、 基
板 背 面 か ら 露 光 し 、 そ の 後 に 現 像 お よ び 焼 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 、 ま た は 、 請 求 項 に 記 載 の 製 造 方 法 に よ っ て 得
ら れ た 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 第 １ 発 明 で は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 対 向 基 板 側 と の 間 に 液
晶 層 を 介 在 さ せ 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と が 設 け ら れ た 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 に お い て 、 カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 は 、 透 明 基 板 上 に 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と が 設 け ら れ 、 こ れ ら 双 方 の 領 域 に
着 色 画 素 膜 を 形 成 し て 構 成 さ れ 、 対 向 基 板 は 、 基 板 上 に 反 射 膜 を 有 す る 反 射 領 域 と 、 対 向
基 板 側 か ら 入 射 し た 光 を 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 側 に 透 過 す る 透 過 領 域 と を 形 成 し て 構 成
さ れ 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 反 射 領 域 が 、 着 色 部 分 と 透 明 部 分 と に 複 数 に 分 割 さ れ 、
か つ 、 反 射 領 域 の 着 色 部 分 に 形 成 さ れ た 着 色 画 素 膜 と 、 前 記 透 過 領 域 に 形 成 さ れ た 着 色 画
素 膜 と が 、 同 一 の 感 光 性 樹 脂 材 料 で 同 一 膜 厚 に 構 成 さ れ て

こ と を 特 徴 と す る 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 用 顔 料 分 散 液 を 用 い る 場 合 は 、 黒 色 色 材 を 含 有 す る 感 光 性 樹 脂 組 成 物
を 使 用 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス を 形 成 す る 。 感 光 性 樹 脂 に 、 黒 色 の 色 材 、 例 え ば 、

黒 鉛 、 鉄 黒 、 ア ニ リ ン ブ ラ ッ ク 、 シ ア ニ ン ブ ラ ッ ク 、 チ タ ン ブ ラ ッ ク な ど
の 黒 色 色 材 単 独 ま た は 複 数 、 も し く は 、 無 機 ま た は 有 機 の 顔 料 、 染 料 の 中 か ら 適 宜 選 択 さ
れ る Ｒ Ｇ Ｂ な ど を 混 合 し た 顔 料 分 散 液 と し 、 後 記 す る Ｒ Ｇ Ｂ の 画 素 画 像 を 形 成 す る 方 法 と
同 様 に し て 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス を 形 成 し た 透 明 基 板 上 に は 、 透 過 領 域 と 反 射 領 域 と を 設 け 、 こ れ ら
双 方 の 領 域 に 着 色 画 素 膜 を 形 成 す る 。 着 色 画 素 膜 は 、 ま ず 、 Ｒ Ｇ Ｂ の う ち １ 色 の 着 色 材 料
を 含 有 す る 感 光 性 樹 脂 組 成 物 を 塗 布 、 加 熱 乾 燥 し た 後 、 塗 布 膜 の 上 に フ ォ ト マ ス ク を 置 き
、 こ の フ ォ ト マ ス ク を 介 し て 画 像 露 光 、 現 像 、 必 要 に 応 じ て さ ら に 熱 硬 化 性 樹 脂 ま た は 光
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２

な り 、 反 射 領 域 の 着 色 画 素 膜 中
の 透 明 部 分 が 、 着 色 成 分 を 含 ま な い 透 明 な 感 光 性 樹 脂 に よ っ て 穴 埋 め さ れ て お り 、 反 射 領
域 の 着 色 画 素 膜 中 の 透 明 部 分 を 埋 め る 透 明 な 感 光 性 樹 脂 と 、 こ れ に 隣 接 す る 着 色 画 素 膜 部
分 と の 境 界 線 に お け る 段 差 が ０ ． ２ μ ｍ 以 下 に さ れ て な り 、 か つ 、 境 界 線 に お け る 着 色 画
素 間 隙 が １ μ ｍ 以 下 に さ れ て な る

カ ー
ボ ン ブ ラ ッ ク 、



硬 化 性 樹 脂 を 塗 布 し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 着 色 画 素 膜 を 形 成 す る 。 こ の 操 作 を 、 Ｒ Ｇ
Ｂ の ３ 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 用 組 成 物 に つ い て 各 々 行 い 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 着 色 画 素 膜
を 形 成 す る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 着 色 画 素 膜 は 、 各 色 の 顔 料 ま た は 染 料 を 混 入 し た

で 形 成 す る の が 好 ま し い 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 着 色 画 素 膜 の 厚 さ は 、 反 射
領 域 、 と も に １ ～ ２ μ ｍ の 範 囲 と す る の が 好 ま し い 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の 着 色
画 素 膜 上 に は 、 透 明 な 共 通 電 極 を 設 け る こ と に よ り 、 基 板 上 の 駆 動 素 子 に よ っ て 基 板 間 に
印 加 す る 電 圧 を 変 化 さ せ 、 液 晶 層 に よ る 光 の 吸 収 、 透 過 を 制 御 可 能 と さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 の 製 造 方 法 は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 画 素 膜 を 形 成 し た 後 、 透 明 部 を 埋 め
る 形 で 透 明 画 素 膜 を 形 成 反 射 領 域 の 画 素 中 の 透 明 部 を 埋 め る 透 明 感 光 性 樹 脂 と 、 こ
れ に 隣 接 す る 着 色 画 素 と の 境 界 線 に お け る 段 差 を 、 ０ ． ２ μ ｍ 以 下 と し 、 か つ 、 境 界 線 に
お け る 画 素 間 の 間 隙 を １ μ ｍ 以 下 と こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 反 射 領 域 の 着
色 部 と 透 明 部 の 段 差 平 坦 化 さ れ 、 液 晶 表 示 セ ル と し て 貼 り 合 わ せ た 際 の セ ル ギ ャ ッ プ の
均 一 化 が 可 能 と な り 、 表 示 性 能 が 向 上 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 透 明 部 の は 、 穴 に 対 応 し た フ ォ ト マ ス ク を 用 い 、 着 色 成 分 を 含 ま
な い 透 明 感 光 性 樹 脂 を 、 塗 布 、 加 熱 乾 燥 、 画 像 露 光 、 現 像 お よ び 熱 硬 化 の 各 処 理 を 行 っ て
形 成 す る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 塗 布 、 加 熱 乾 燥 後 に 、 基 板 背 面 か ら 露 光 を 行 い 、 現
像 お よ び 熱 硬 化 の 各 処 理 を 行 っ て 形 成 す る 。 背 面 か ら 露 光 す る Ｒ Ｇ Ｂ の 着 色 画
素 自 身 が マ ス ク の 役 割 を 果 た

着 色 画 素 膜 と 透 明 画 素 膜 が 重 な り 合 っ て 、 間 隙 が 生 じ る こ と が 防 止 で き 、 表
面 の 平 坦 性 が 向 上 す る か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 の 一 例 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発 明 に 係
る 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 の 一 例 の 平 面 図 で あ る 。 図 に お い て 、 １ は カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 、 ２
は 液 晶 層 、 ３ は 対 向 基 板 、 ４ は Ｒ （ 赤 ） 着 色 画 素 、 ５ は Ｇ （ 緑 ） 着 色 画 素 、 ６ は Ｂ （ 青 ）
着 色 画 素 、 ７ ～ ９ は 透 明 画 素 、 １ ０ は 、 １ １ は 反 射 領 域 、 １ ２ は ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス 、 １ ３ は 反 射 膜 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 用 基 板 は 、 厚 さ が ０ ． ７ mmの ガ ラ ス 製 の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ と 、
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す る 。

す る 。
が

穴 埋 め 必 要 に 応 じ て 、

場 合 に は 、
す た め に 、 フ ォ ト マ ス ク の 使 用 が 必 須 で な く な り 、 ま た 、 そ

の 場 合 に は 、

透 過 領 域



厚 さ が ０ ． ７ mmの ガ ラ ス 製 の 対 向 基 板 ３ と の 間 隙 が ５ μ ｍ と さ れ 、 こ の 間 隙 に ネ マ テ ィ ッ
ク 液 晶 が 充 填 さ れ て 液 晶 層 を 形 成 し て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ 上 に は 着 色 画 素 ４ 、
５ 、 ６ が 形 成 さ れ 、 着 色 画 素 ４ 、 ５ 、 ６ の 周 囲 は 、 図 ２ に 示 し た と お り 、 透 明 画 素 ７ 、 ８
、 ９ に よ っ て 分 割 さ れ て い る 。 対 向 基 板 ３ に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム の 蒸 着 薄 膜 の 反 射 膜 １ ３ が
設 け ら れ た 反 射 領 域 １ １ と 、 反 射 膜 １ ３ が 設 け ら れ て い な い 透 過 領 域 １ ０ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 １ 上 の 着 色 画 素 は 、 対 向 基 板 側 の 透 過 領 域 １ ０ の 全 面 お よ び
反 射 領 域 １ １ の 一 部 分 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 着 色 画 素 ４ は 、 対 向 基 板 ３
側 の 透 過 領 域 １ ０ の 全 面 お よ び 反 射 領 域 １ １ の 一 部 分 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て お り 、 反 射
領 域 の 残 り の 部 分 は 、 透 明 画 素 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 Ｇ 画 素 ５ 、 Ｂ 画 素 ６ に つ い て も 同 様
の 構 造 と さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 上 に は 、 図 示 さ れ て い な い 、 透 明 な 共 通 電 極 が 設 け ら れ て お り 、 対 向
基 板 ３ 上 の 駆 動 素 子 に よ っ て 基 板 間 に 印 加 す る 電 圧 を 変 化 さ せ 、 液 晶 層 に よ る 光 の 吸 収
、 透 過 を 制 御 す る こ と が で き る 。
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